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彙　　　　　報

会　長 早　田　輝　洋

平成13 年度第２ 回常任委員会

日　時：平成12年!1 月17 日（土）午後10時～午後12時30 分

場 所：九州大学文学部４階会議室

出席者：早田輝洋（会長），梶　茂樹（事務局長），荻野絅男，郡司隆男，貘原

茂，坂本　 勉，佐藤昭裕，庄垣内正弘，田窪行則，田村すず子，津曲

敏郎，西光義弘，林　　 徹，日比谷潤子，平野尊識，松村一登，宮岡

伯人，宮原文夫，藪　司郎，吉田和彦，（以上21名）

委任状:34 名

オブザーバー：荻野綱男（会計監査委員），窪薗晴夫 （会計監査委員），下宮忠

雄（CIPL 連絡委員），塩原朝子（事務局長補佐）

［報告事項］

議事に.先立つで第123会大会実行委員長，坂本勉氏（九州大学）から大会開催

にあたっての挨拶があった，

（１） 平成12年度決算書の訂正

前回委員会で承認された平成12年度決算に.ついて，決算書の記載の一

部に.誤りがあったことが事務局長より報告され，訂正が行われた．消耗

品費に関して，内訳部分の記載（29万7,057円）と，総計部分の記載

（33万6,957 円）に.相違が見られたが，正しい額は総計部分の33万

6,957円である，事務局長の報告に続き，会計監査員の窪園氏がこの件

に付いて確認した旨報告した．

（２）「学術用語集 言語学編」の著作権収入について

『学術用語集 言語学編』の著作権収入として19万8,450円の収入があっ

たことが報告された．

（３） 日本学術会議東洋学研究連絡委員会，二ュ－ズレター発行哭助金

日本学術会議より上記の依戟があり，哭助金として2 r12 万円を支出

する旨が報告された．これは雑費からの支出となる．

（４） 国際言語学者会議について

上記の件に.ついて, CIPL 連絡委員の下宮忠雄氏から報告があった．
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2002 年 に メ キ シ コで 開 催 予 定 で あ っ た 上 記 会議 は 諸 般 の 亊 情 に よ り中

止 とな り， プ ラ・ヽで2003 年 の ７ 月18 日に 開 催 さ れ る こ とが 決定 した ．

（ ５） 常 任 委 員 会 の 報 告

事 務 局 長 か ら ９月29 日 の 常 任委 員 会 の報 告 が 行 わ れ た ．（詳 細 は 平 成13

年 第 ２ 回 常 任委 員 会 報告 を 参照 の こ と. ）

（6 ） 各 委 員 会 か ら の報 告

（Ａ ）大 会運 営 委 員 会 （日比 谷 潤 子 委 員 長 ）

大 会 運 営 委 員 会 を ９ 月 ８ 日 ，学 会 事 務 局 に お い て 開 催 し ， プ ロ グ ラ ム

と司 会 扇･の 決定 を 行 った ． 研 究 発 表 は62 件 の 応 募 中 ，45 件 を 採 択 し た.

（採 択 率73 パ ー セ ン ト）.

（Ｂ）編集 委 員 会 （田 窪 行 則 委 員 長 ）

・以 下 の 六 人 の 特 別 編 集 委 員 を 依 頼 し ， 受 諾 され た ． カ ッ=ｺ 内 は所 属 と

専 門 分 野

Charles Fillmore  (UC Ｂｅrkeley, Lexical Ｓｅｍａｎt:ics and Prａｇｍａticｓ），

Ch ｕｎｇｍｉｎ Lee （Seo ｕＩ Natio ｎａｌ University, Ｐra､graatics and Seman-

tics),  Peter Ａｕｓ血 （Ｕｎｉｖersitｙ ｏｆ Melbourne, Australian Aboriginal

lang ｕaj;ｅｓ），Wesle ｙ Jacobsen （Ｈａｒｖａrd Uni ｖｅrsitｙ，Ｊａｐａｎｅsｅ），

Christopher Kennedy (Northwestern University, Syntax and S  eman-

tics）,Jｕha Janjh ｗｌｅｎ（Ｕｎｉｖｅ,rsity of Helsinki, East Ａsｉａｎ languages)

・平 成15 年 ３月 号 と し て300 ～400 ペ ー ジ 程 度 の 程 度 の英 文 誌 （特 集 号

「移 動 に関 す る 研 究 （仮 題 ）」） を 企 画 し てい る ．８ 本 の 依 頼原 稿 に 加

え ２ 本 程 度 の 投 稿 原 稿 を 掲 載 す る予 定 で あ る ．（な お ， 依 頼 原 稿 にっ

い て も通 常 の査 読 を 行 う，）

・ 『言 語 研 究 』 の 絹 集 状 況 に つ い て ，120 号に.つ い て は ， 順 調 に 編集 作

業 が 進 行 し て い る 旨報 告 が あ.つた ． し か し ， 以 降 の 号 に 関 し て は 掲 載

可 能 な 原 稿 の 確 保 に 困 難 が 予 測 さ れ る こ と か ら ，『言 語 研 究 』 へ の 会

具 の投 稿 を 促す 発 言 があ っ た ．

（ ９） 夏季 講 座 検 討 小 委 員 会 （西 光 義 弘 委 員 ）

夏 期 講 座2002 の 計 画 に.つ い て 報 告 が あ った ．2002 年 ８月19 日～24 日，

長 野 県 茅 野 市 白樺 水 源 荘 で 実 施 予 定 ．講 座 の 詳 細 に.つ い て は ホ ー ムベ ー

ジ（httｐ:yyｗｗｗ.osaka･ ｇａｉｄｉ.acjp ｒ ｎａｓｕ/ｋａｋｉytop.htｍ ）で 公 開 中 であ る･

（審 議 事 狷 の （ ４） に.関 連 事 項 あ り, ）

（10 ） Ｐａｃ・c Rim Institute 検 討 小 委 員 会

・Ｐａｃ沮ｃＲｉｍ Institute の 終 了 に伴 い ． 同Institute のassociate dh･ector

で あ った 柴 谷 方 良 氏 か ら 日 本 言 語学 会 の協 力 に 対 す る感 謝 が表 明 さ れ

た こ と が 報 告 さ れ た ． 同 ｂstit ｕte の報 告 は.，『言 語 研 究 』120 号に 掲
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載予定である，

・同lnstitｕt:eの終了を受けて同検討小委員会li本委員 会をもって解散

することになった.

（11 ） ホームページ作業部会（梶　茂樹事務局･長）

・学会ホ ームペ ージに大会のプログラム，言語学関係のイペソト，各出

版社からの書評依頼などの情報を掲家中である．

・日本学術会議のホームペ゙ージから，言語学会ホ ームページへのリンク

依頼があり，承諾した旨報告があ った．

［審識事項］

（１） 第124 会大会

上記大会を東京外国語大学 （府中市）で開催する旨提案があ り，了承さ

れた．期間は平成14 年 ６月15 日（土), 16 日（日）． 実行委員長は富盛

伸夫氏に依頼する予定である．

（２） 大会研究発表に関する規定変更

大会研究発表に.関して．大会迎営委貝長 日比谷潤子氏から貎定変叉が提

案され，審議の末，了承された．変更点の骨子は以下のとお り．（変 更

点の詳細は,別記１を参照のこと）

・現在，大会発表 応募要旨の分量に.は，和文 の場合400 字詰原稿用紙 ４

枚分以内，英文 の場合は ダブルスベ ース２枚以内とい う規定があ る

が，最近この規定を守らない応募が増えてきている．これを受け，分

量の規定をA4 用紙１枚に変更する，

・従来，研究発表 に.関して「30 分の持ち時間の中に５分程度 の質疑応

答の時間を含む」との規定があるが，実際の研究発表においては，こ

の時間配分が守られておらず，質疑応答がほとんど行われない例が多

々見られる．この状態を改善し，質疑応答を充実させるために，持ち

時間の鋺定を 厂発表時間20 分，質疑応答10分」とする.

・『言語研究』掲載の発表要旨は従来，発表当日に提出を求めていたが，

今後は予稿集原稿と同時に提出を求める，これは，研究発表採用後，

発表のタイトル変更を行 う発表者が見受けられ，大会プログラムとの

整合性を欠くヶ－スがあるためである，

（３） 学生会員の設定

上記の件について，常任委員坂本勉氏から常任委員会案が提出され，霎

議の結果，以下 のことが決定された．

（ｉ）若手研究者を積極的に育てるという趣旨で，学生会員とい うカテ

コリーを設ける.（ii）大学，短大などに.在籍する学生に関して，「学生
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会員」のカテゴリーを作り，会典を4,00･0円（在外会員5,500 円）とする。

（ｉ ）確認のために学廓Ｓ のコピーなど学生の身分を証明するものを提

出させる，（iｖ）学生会員は，選挙権・被選 挙権ともに持たないものと

する。（通常会員に｡なれぱ両方を 有することが可）

また，これに伴い，会則および会員名簿掲載の事務手放 き案内などに変

叉が加えられるこ とになった。（会則変叉の詳細lまjU記２を参照のこと）

学生会員の般置は｡平成14年度からとし，会貝への告知は,第123 回大会の

会長挨拶お よび「言語研究亅120 号で行う。

（４） 夏期講座2002 の予算案

夏期講座2002 の予算について審議が行われ， 夏期講座検討委員会が提

出した予算案が承認された。参加費用は一般55,000円，学生45,000 円で

ある。

（５） 国際学会Linguistics and Phonetks2Q02 への後援依恨

上記の件について，同組織委員会会畏，原口庄枋氏から後援依頼文書が

提出された。また，同委員の扛薗氏からこ の学会の意義について脱明が

あった。これを受け，審讚を行った結果，学 会として後援を行い，後援

金として10万円を支出することになった，

（６） 国際 交流言語コロキウム「言語理論と言語 教青」への後援依頼

上記の件について，神戸大学の小川暁夫氏から依頼文書が提出された。

それに基づいて審議を行った拈采，学会として郤縊することになうた。

（将擂金はなし｡）

（７） 各狸学会からの後援依頼への対応について

上記 （５）（６）の議論を受け，今後の後援依頼に関する対応について

餓諭が行われた。その結果，今後は後援依頼を行 う主催者側代義に，委

員会での焜旨脱叨お よぴ予算案の挫示を求め，それを元に当該学会の･;l’

語学会会員に対する・1リットを検討し，後援を行 うか否かを 決定し，後

援を行った学会に対しては，学 会終了後の報告も求めることが決定され

た。



【別記２】学生会員の設定に伴 う会則の変更

(旧)

第６条 本会の会員は。通常会員，維持会

員，賛助会見 名誉会員の ４種

とする･

第７条

報

（新）

発表要旨はA4 用紙１枚に｡書く。
⇒

和文・英文とも10ポイソト以上

のフォントを用いる。冒頭に発麦
⇒
題目を記すが。氏名や所属等は書

かない。発表要旨は６部（コIピー

可）提出する。

持ち時間は１件30分とする‘，発
－　　 一

表時間は20分，質疑応答は10分

とする.

（旧第12項と第13猥を合体）

研究発表者は，事務局から指定さ

四

語研究」掲載用の発表嬰旨を提出

する．予稿集原稿は，別項「予稿

集原准作成要領」に従って作成す

る．『言語研究』掲蹴用の発表要

旨は，涓l文は400字以内，英文は

120語以内とする．特殊な文字は

可能な限り避ける．

(新)

本会の会員は，通常会員，

員，賛助会員，名誉会員，

員の５種とする，
一 一

拔持会

学生会
心

３　 学 生 会 員 は ， 本 会 の 趣 旨 に 哭

成 し ， 所 定 の 手 続 （ 注 ） を 経 て ，

本 会 に 登 録 さ れ た 個 人 と す る ．



第10条 ３　 個人会員は，会長，編集委員

長，会計監査委員，委員の選 挙

権お よび被選挙権，ならびに日

木学術会議会員侯補者お よびそ

の推薦人，科学研究費審査委員

候補者，国際会議への本会代表

等の被選挙権を有する。ただし，

外同在住の会員は，当分の鬨，

選挙権および被選挙権を有しな

注

○

1，≒

記

第７条第１項の「所定の手統」

について

当年度の会費を納入すること。会

費は年7,000円（在外会員は年

8,500円）とする。

選挙細則

注1）　選挙権を有しない場合とは，次の

場合である．

注2 ） 被選挙権を有しない者とは，次の

者である．
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３　個人会員は，会長，編集委員

長，会計監査委員，委員の選挙

権お よび被選挙権，ならびに日

本学術会議会員侯補者およびそ

の推薦人，科学研究費審査委員

候補者，国際会議への本会代表

等の被選挙権を有する．ただし，

外国在住の会員は，当分の間，

選挙推お よび披選挙権を有しな

い，学生会員は，選挙権および

被選挙権を有しない．

○ 第７条第３項の「所定の手続亅

について

当年度の会費を納入すること。会

費は年恕 劈円（在外会員･ｔ年

5,500円）とする。

学生会負は，入会手続き時，およ

の身分を証明するものを，ファッ

日までに送付すること。

選挙権を有しない場合とは，次の

楊合である･

４ 学生会員･
Ｗ

被選挙権を有しない者とは，次の

老である･

４ 学生会員．
四

(平成13年11月17日修正案可決.)

彙　　　　　報
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日本言語学会

事 務 手 続 案 内

日本言語学会事務局

(電話075-415-3661)

彙

§１　入退会の申し込み

入会を希望する方（あるいは入会案

内の送付を希望する方）は,・ヽ ガキに，

その旨と，連絡先（郵便番号）・氏名

を記し，事務局までお送りください．

折返し書類をお送 りします．当学会入

会に際しては,特に条件はありませ ん･

会費を払えぱどなたでも入会できま

す．

§２　会費の納入

１国内会員の場合

会費額は。 個人・団体ともに，通常

会員は年7,000 円，維持会員は

10,000円です･

２在外会員の揚合

会費額は。 個人・団体ともに，年

8,500円（雑持会員は10,000 円）で

す，

報

日本言語学会事務局

電話075-415-3661

Faｘ 075-415-3662

入会を希望する方（あるいは入会案

内０送付を希望する方）はハガキに.，

そり 旨と，連絡先（郵便番号）・氏名

を記し，事務局までお送りください．

折返し書類をお送りします．当学会入

会に.際しては,特に条件はありません．

会費を払えばどなたで屯入会できま

す･ 　

１国内会員の場合

会費額は，個人・団体ともに，通常

会員は年7,000円，維持会員は

で

す･

２在外会員の場合

会費額は，個人・団体ともに，年

8,500円（雑持会員は10,000円，学

焦僉貼 錬｜ 囮 ）ｔ す．



第123 回大会

期

会

日

場

・ ●

｜ 冖|
報

2001年11月17日（土）～18日（日）

九州大学

第１日（11月17 日）

開会の辞

開催校挨拶

公開シンポジウム

一般討論

総　 括

研究発表

口Ａ 会 場

(A1)

午後１時40分～４時00分

こころの科学としての言語研究

一心理学と言語学の対話一

司会 坂本　勉

言語研究：心理学の立場と事情

文理解実験の現場から

一理論と実証のすれちがい

・相互理解・相互作用一

生物言語学アプｐ－チの可能性

一古典的類型論の再考を通して一

非動作主主語構文の統語構造と

その心理的実在性

午後４時10分～５時40分

司会

4:10 ～

平 野　 尊 識

尊 敬表 現‘（ｒ）ａｒｅ-ｒｕ’に 関 す る 日-ｲ 対

照 に 基 づ く一考 察一 尊 敬 表 現 は 「 スル

型」 か 「 ナ ル型 」 か ー

（A2 ）　4:40 ～ 「てやる」構文について

（A3 ）　5:10 ～ 「他動詞受動形－トテアル」構文の成立条

件について

口Ｂ 会 場

司会　寺田　　寛

（B1 ）　4:10 ～　 不定詞句における数量詞遊離

211

会　長

池 田 紘 一

石 田　 潤

井 上 蔟 勝

酒 井 弘

長谷川 信子

湯 浅 章 子

三
　
一
　
貞

鉱

健

藤

見

加

高

森

佐々木　 淳
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(B  2)  4:40 ～　Belfast English の ５ 不 定 詞 句 捕 部 に

対 す る ミｇ マ リ ス ト ・ア プ!3  ―

(B  3)　5:10 ～　 Ｐｅrsplcｕoｕs Analysis ｏｆ Ｗａｇｅr･ｃｌａｓｓ

Verbs ｉｎ ECM Constructions

・C 会 場

司 会　 田 村　　 宏

(C1)　4:10 ～　 指 示 訶 ア ・コ ・ ソの 文 脈 照 応 用 法 に つ

い て の 一 考 察

(C2)　4:40 ～　 現 代 ウ イ グル 語指 示 詞 体 系 の 再 考

(C  3)　5:10 ～　 空 間 用 法 か ら ア スペ ク ト用 法 へ の 転 化

に.お け る 視点 対 立一 日 本 語 ・中 国 語 ・

匐 鮮 語 の対 照 を 中 心 に ー

・Ｄ 会 場

司 会　 田 中　 真 一

(D1)　4:10 ～　Lexical Neighbo ｒｈｏｏｄ Effects ㎞

J  apanese: Evidence ｆrｏｍ ｎａｍｉｎｇ ｅχ･

periments

(D2)　4:40 ～　 日 本 語 を 母 語 とす る 児 童 の心 内 辞 書 と

音 素認 識 の研 究

(D3)　5  : 10 ～　 日 本 語に おけ る モ ー ラ的 鼻 音 の 特 徴

・Ｅ 会 場

司 会　 児 玉　　 埀

(E1)　4:10 ～　Taking ｏｆr the ｖeiI of the Jaxlｕs･faced

'take' ―The st ｏｒｙ of ‘take"  as ａ vector ｉｎ

Iridic languages ―

松 原 史 典

山 本 匡 樹

豊 川 典 子

西岡 いずみ

白　 海 燕

米 山 聖 子

大竹 孝 司

坂 本 洋 子

桑本 裕二

Pｒａsｈａｎt

Pardeshi

（E2 ）　4:40 ～　 ワ語における「再帰代名詞／助詞Jti?　　 山 田 敦 士

の機能と用法

（E3 ）　5:10 ～　７ リ，－トル語形容詞の関係形と所有　　 永山 ゆかり

形

懇親会　　午後６時～８時

第２日（!1月18日）

公開講演　 午前10時～11時30分Oddba11s and Insiders　J. K.  Chambers

研究発褒　　午後１時00分～４時20分

・Ａ 会 場

司会　熊本　千明
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（A4 ）1:00 ～　 日本語の形容詞のデ４ス＝･－ス上の機

能―Thompson 1988 の分析にしたが

ってー

（A5 ）　1:30 ～　 新聞投稿の談話構造一談話ストラア

ジーの投稿？－７別比較卅

（A6 ）2:00 ～　Information ｓpreadlｴlg ad Hgbt ｖell）

ｃｏｎstrｕｃtｉｏｎs ｉｎ Japanese

司会 安仁屋宗正

（A7 ）　2:50 ～　 連体修飾におけるトイウの機能につい

て

（A8 ）3:20 ～　 日本語の「－たち」と数の素性

（A9 ）3:50 ～ 「も」の解釈－「夏も終わりですね」－

･Ｂ 会 場

(B4)

(B5)

(B6)

(Ｂ

(Ｂ

7 ）

8 ）

(B9)

・Ｃ 会 場

(C4)

(C5)

司会　岸本　秀樹

1:00 ～ 「N‘P かどこか」，「NP なんか」の束縛

変項解釈

1:30 ～　Quantl五er･Negation kteraction in

Chnd Japanese

2:00 ～　A Negative Concord ApproaCh to

司会 笹栗 淳子

１こ00～　Word Order ｏｆ Verbs and Resultant

Ｅｘprｅｓｓk)Ｄｓ

l : 30～　 日本語と英語に.おける程度の低さを示

す表現について

213

八 亀 裕 美

高 中 英 貴

小 原 真 子

金植 由美子

川 添　 瓷

澤田（山中）

美忠子

高 井 岩 生

照沼 阿貴子

古 川 幸 夫

毛 利史 生

星　 浩 司

石 森 知彦

水 口　 学

小 畑美 貴

兼 元 美 友

Szymon

Grzelak



214 彙　　　　報

CC 6)　2:00 ～　動詞の習得一指示事象の特性と入力の　　荒 木　　学

タイミソダとの関連性－

司会 江口　 正

（C7 ）　2:50 ～　 日本語 の ＝･ソトロ ール述語とそ の補文

－ 「 こと」 節及び ＮＰ を中心 にー

（C8 ）　3:20 ～　svoc 構文の段階性－ 主 体化 の概念を

用 いてー

（C9 ）　3  : 50～　 文 法形式 の多義性 と論理関係

・Ｄ 会 場

司 会･ 深 深は るか

（D4 ）1 ＝00～　Metrical ｅｖｉｄｅｎｃｄ ｏr cliticization in

Ｎｉｖkh pｒｏｎｏｌｌｎｓ

（D5 ）　1:30 ～　 スベ イ ソ溷 複数形 形成 と韻 律主要 部に

対 す る忠 実 性制 約

（D6 ）　2:00 ～　 日本語 （本土方言） の母音融合 と音 声

素 性 の優 位性

司 会 有 田　 節子

（D7 ）　2 ；50 ～　 ベ トナ ム謌におけ る与格表:現

（D8 ）　3:20 ～　 ７､ウ ，－デｙ語の２ 重 且的 謳構文 の拡

張

（D9 ）3:50 ～　 与格ノ ニ 重主 語構文 について一 日本 語

感 情表現 の分析からー

・Ｅ 会 場

司会　 樋 口　 康一

（E4 ）　1 こ00～　Uilif ｙｉｎｇ Three Intransitivization

Ｐｈｅｎｏｍｅｎａ ｉｎ Ｐｌａｉ缸s Ｃrｅｅ

（E5 ）　1:30 ～　 モン ゴル語 お よび近 隣諸言語 の複数接

尾 辞 と名詞句階層

（E6 ）　2:00 ～　.･ ヽワイ 語におけ る数 詞文に.つ いて

司会　 和 田　　 学

（E7 ）　2 こ50～　 韓国 語自動詞 の-ko  issta形

（E8 ）　3:20 ～　 ケ レウ ，語のテｙス ・アスペ クト体系

に ついて

（E9 ）　3:50 ～　 ７ ラビ ア語エ ジプ ト方 言の 况-を 伴う

未 完了形 と無 標的 未完了 形

佐 藤 香 織

横 島 亜 美

齊 藤　 学

白 石 英 才

菊池 清一郎

杉 本 貴 代

レ・ホアン

當 野 能 之

真 野 美 穂

廣 瀬 富男

山 越康 裕

塩谷　 亨

若 生 正 和

小森 淳子

榮 谷温 子



◇ 退　　 会

国内個人会員

在外個人会員

国内団体会員

名

名

名

″０

｛
‥Ｚ
’
｛
Ｚ

報 225

◇ 誤記の訂正

『言語研究』第120 号に以下の誤記がありましたので，お詫びして訂正いたし

ます｡

誤　　　　　　　　　　　　　正

131頁１行目　　　 【書評論文】　　　　　　　 【紹　　介】

131頁3 行目　　　fPresumptii。　　　　　　Presumptive

13!頁4 行目　　 加μ鈿池ｇ』　　　　　　 加μ･cature

132～133真柱　　 書評論文　　　　　　　　　 紹　　介

145頁７行目　　　r 言語研究』投稿いただき　 『言語研究』に投稿いただき

146頁５行目　　　123 号を特集号をこれに　　　123 号をこれに
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◇　本誌は，文部科学省平成13 年度科学研究費補助金（研究成果公開促進費）

の交付を得て刊行されたものである．
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